
男女共同参画/多様性社会推進講座【市川市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 120 千円

交付金額 60 千円

事業番号 8

●就業者は第一次産業において減少し、第二次、第三次産業において増
加している。
●直近のデータで女性の労働力率は48.1％、完全失業率は3.1％。労働
力状態は、20代前半で上昇するものの、30代に1度減少、40代にかけて
再び上昇する「M字カーブ」がある。

●女性向け再就職セミナーや起業セミナー、母子家庭の母等を雇い入れ
た事業主に対し、奨励金交付等を実施している。

●地域における女性の職業生活における活躍の推進を図ることを目的に、
様々な角度から講座、セミナー、講習等を実施し、女性の労働力率の底
上げを目指す。

開催回数目標（1回） 達成

●男女共同参画や多様性社会の推進に理解を深め、誰もが自分らしく生
きられる社会の形成のため、男女共同参画の取組の進展が未だ十分で
ない要因の一つとして挙げられている「アンコンシャスバイアス」に関する
講座を実施。

●参加者同士の対話からも男女共同参画社会への意識づくりの促進を
図るため、講師からの講義のほかグループワークを実施。

●家庭教育学級
●子育て関連の支援を行うNPO団体
●地域新聞を発行している民間事業者

●参加者を対象に実施したアンケートによれば、満足度は95.2％。
● 「気づきが沢山あった」「自分の言動を振り返るいい機会になった」「職

場などでも広めていきたい」などの感想があり、市民がアンコンシャスバイ
アスに意識を向けることができ、男女共同参画社会の推進につながる講
座になったと思われる。

●男女共同参画や多様性社会の推進のためには、一度の開催ではなく、
継続的な実施による意識醸成が必要であると思われる。

●一度だけでは、興味・関心があっても都合が合わず参加できない場合
もあり、曜日や時間帯を変えて複数回実施することやオンラインでの開催、
アーカイブを残すことなども検討する必要がある。



事業の概要

●企業や自治体でのセミナーや小・中学校への授業の提供など

を通してアンコンシャスバイアスの啓発活動を行っている法人に

対し、講師を依頼。

●男女共同参画や多様性社会の推進に理解を深め、誰もが自分

らしく生きられる社会の形成のため、男女共同参画の取組の進展

が未だ十分でない要因の一つとして挙げられている「アンコンシャ

スバイアス」に関する講座を実施。

●参加者同士の対話からも男女共同参画社会への意識づくりの

促進を図るため、講師からの講義のほかグループワークを実施。

【内容】

アンコンシャスバイアスとは

アンコンシャスバイアスの影響

自分のアンコンシャスバイアスを振り返る

アンコンシャスバイアスによるネガティブな影響を防ぐための

対処法 等

令和6年2月25日開催

アンコンシャスバイアスセミナー ～誰もがイキイキと活躍でき
る社会を目指して～
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